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【昨日の市況概要】 公示仲値 142.88

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 142.68 1.1011 157.13 1.3038 0.6674
SYD-NY High 143.03 1.1075 157.49 1.3127 0.6725
SYD-NY Low 141.74 1.1006 156.53 1.3033 0.6656
NY 5:00 PM 141.80 1.1074 157.03 1.3126 0.6723

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 41,096.77 235.06 日本2年債 0.3900% 0.0100%

NASDAQ 17,569.68 174.15 日本10年債 0.8600% 0.0100%

S&P 5,595.76 41.63 米国2年債 3.6465% ▲0.0023%

日経平均 36,833.27 1,213.50 米国5年債 3.4694% 0.0179%

TOPIX 2,592.50 61.83 米国10年債 3.6787% 0.0187%

ｼｶｺﾞ日経先物 36,980.00 385.00 独10年債 2.1550% 0.0585%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,240.97 47.03 英10年債 3.7810% 0.0195%

DAX 18,518.39 188.12 豪10年債 3.8730% 0.0100%

ﾊﾝｾﾝ指数 17,240.39 131.68 USDJPY 1M Vol 11.95% ▲0.40% 　
上海総合 2,717.12 ▲ 4.67 USDJPY 3M Vol 11.65% ▲0.06%

NY金 2,580.60 38.20 USDJPY 6M Vol 10.75% ▲0.01% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 68.97 1.66 USDJPY 1M 25RR ▲1.87% Yen Call Over

CRB指数 272.99 3.63 EURJPY 3M Vol 10.57% ▲0.12%

ドルインデックス 101.37 ▲ 0.32 EURJPY 6M Vol 10.08% ▲0.09%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：南野・武藤

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定
は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨をお申し出ください。
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NY時間のﾄﾞﾙ円は142.57ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方に発表された米8月PPI(前月比)は予想を上回るも、先月分の結果が下方修正された
事や、同時に発表された米新規失業保険申請件数が約３週間ぶりに悪化した結果を受け、141.90付近まで売られる。その後は下げ
渋り、米株が徐々に上昇する動きを受け円売りが優勢となり、142.20近辺まで戻す。午後は米株が上昇幅を拡大する動きに伴い
142.66まで続伸する場面もあったが、その後は米金利の低下が重しとなり、終盤にかけて141.74まで下落し、141.80ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。

NY時間のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1014ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方はECB理事会が主要政策金利を従来の4.25%から3.65％に引き下げる事を決定し、
同時に発表された声明文では24年度と25年度のｺｱｲﾝﾌﾚがそれぞれ上方修正された。その後に行われたﾗｶﾞﾙﾄﾞECB総裁の記者会
見では、「ﾕｰﾛ圏の経済活動は依然として低迷している」との認識を示す一方、「特定の金利の道筋をあらかじめ確約することはしな
い」、「ｲﾝﾌﾚ率は今年後半に再び上昇すると予想される」、等との発言を受け、予想程ﾊﾄ派では無かった内容から買いが優勢とな
り、1.1040付近まで上昇。午後はﾄﾞﾙ売り地合いが一段のｻﾎﾟｰﾄとなり、1.1075まで上値を伸ばし、その後1.1074ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は142.68ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。仲値にかけて反発する日経平均を横目にﾄﾞﾙが買われ東京高値の142.95まで上昇。その
後日銀田村審査委員の会見でのﾀｶ派な発言を受けて一転して東京安値の142.26まで反落。午後に入るとﾄﾞﾙは再び買い戻され小

幅に上昇。142.62ﾚﾍﾞﾙで欧州に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､142.62ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡欧州株が堅調な立ち上がりとなる中143.03まで上昇するも､勢いは続かず結局142.57ﾚ
ﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1019ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡午後にECB政策発表を控えて小動き｡1.1014ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

9月12日 10:00 日 田村日銀審議委員発言
21:15 欧 ECB預金ﾌｧｼﾘﾃｨ･ﾚｰﾄ 7月 3.5% 3.5%
21:15 欧 ECB主要政策金利 7月 3.65% 3.65%
21:30 米 PPI (前月比/前年比) 8月 0.2%/1.7% 0.1%/1.7%
21:30 米 新規失業保険申請件数 8月 230k 226k

【本日の予定】
Date Time Event 予想 前回

9月13日 13:30 日 鉱工業生産(前月比/前年比)・確報 7月 - 2.8%/2.7%
15:45 仏 CPI(前月比/前年比)・確報 8月 0.6%/1.9% 0.6%/1.9%
18:00 欧 鉱工業生産(季調済/前月比) 7月 -0.3% -0.1%
23:00 米 ミシガン大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ・速報 9月 68.5 67.9

「今後の経済･物価の状況を見極め、政策金利を段階的に引き上げる必要がある」

昨日のドル円は方向感に欠ける展開。日本時間には田村日銀審議委員の利上げについて肯定的な発言を受け
て142円台前半まで下落。その後は堅調な日本株の推移を横目にじりじりと143円ちょうど付近まで上昇。米国時
間に発表された米8月PPIはまちまちな結果となったが、米新規失業保険申請件数が約３週間ぶりに悪化した結果
を受け141円台後半まで下落し、同水準でクローズ。
本日のドル円は上値重い展開を予想。中銀イベントを来週に控えた中では積極的にポジションを傾ける動きは限
られそうで、低下傾向にある米金利がドル円の上値を抑える可能性が高そうだ。141円台半ばを中心に値幅の小
さい動きが続くだろう。なお、本日は米国時間に米9月ミシガン大学消費者信頼感指数の発表を控えている。予想
と大きく異なる結果がでない限り、動意付く可能性は低そうだ。


